
 

 

 
まえがき 

第一コン

年の恒例行

行を最後に

周年記念事

た。  
今回の旅

木技師八田

生に同行し

烏山頭ダム

である。  
八田與一

土木技術者

湾に行くこ

 旅行は，

日に出発す

の日程で台

 私は，愛

第 1 科技大

わった。 
 
研修の概要

 今年の 3
定期便が運

日に帰国す

国する便の

曜日の 19
分に高松に

 1 日目は

と八田與一

日目は台北

 
月日 

6 月 6 日

(木) 

高知

高松

桃

6 月 7 日

(金) 

桃

バス

ンサルタンツ

行事としてい

に途絶えてい

事業の一環と

旅行の特徴は

田與一の生涯

していただき

ムについて現

一のように人

者が育つこと

ことにした。

5 月 30 日に

する第 2 班に

台南と台北を

愛媛大学の矢

大学を表敬訪

要  

月 20 日，

運航を始めた

する便と，日

の 2 種類であ

時 50 分に出

に帰る便を利

は台湾に行く

一記念公園見

北市内見学の

知 15:30 発 貸

松空港 19:50 発

園空港 21:30 着

園駅 8:21 発 高

スで烏山頭ダム

では，以前は

た。平成 16
る。今年は，

として台湾に

は，「台湾を愛

涯」の著者であ

，台湾の歴史

現地でお教え

人々から尊敬

を夢見て，社

 
に出発する第

に分かれ，それ

視察する計画

田部先生と一

問する都合か

高松空港と台

。毎週木曜

曜日に出発

ある。第 1 班

出発し，日曜

用すること

だけ，2 日

見学，3 日目

予定である。

行 程 

貸切バスで高松空

発 CI179 便で桃園

着  桃園国際空港

高速鉄道で嘉義駅

ム，八田與一記念

台

は社員旅行を

6 年のハワイ

当社の創立

に行くことに

愛した日本人

ある古川勝三

史，八田與一

えいただくこ

敬される立派

社員と一緒に

第 1 班と，6 月

れぞれ 3 泊 4
画である。

一緒に国立高

から第 2 班に

台北桃園空港

日に出発し日

して木曜日に

，第 2 班とも

曜日の 19 時

にした。 
目は烏山頭ダ

は自由研修

。 

空港へ 

園空港 

港ホテル泊 

駅着 9:26 

念講演 

1 

湾研修旅

を毎

イ旅

立 50
にし

人土

三先

一と

こと

派な

に台

月 6
4 日

高雄

に加

港の

日曜

に帰

も木

時 30

ダム

修，4

6 月

(土)

6 月

(日)

旅行 

西拉雅渡

台南駅

国立高雄

左営駅

19:00 よ

台北国賓

8 日 ホテル

九份 12

野柳 15

18 時よ

台北国賓

9 日 ホテル

台北 10

昇恒昌免

桃園空港

高知着

渡假飯店で昼食

13 時 45 発高速

雄第一科技大学

16:36 発高速鉄

より広東料理の店

賓大飯店泊 

9:00 発 貸切バ

2:00 発，野柳 12

5:00 発ホテル 15

り鼎極魚翅で夕

賓大飯店泊 

8:00 発 龍山寺

01 に鼎泰豊 101

免税店でショッ

港 15:15 発 CI1

21:50 

台湾全体

食 

速鉄道で左営駅 

学訪問 

鉄道で台北駅 18:

店「儷宴會館」

スで九份着 10:

2:50 着 海鮮料

5:50 着 

夕食 

寺，故宮博物院，

1 店で昼食 

ピング 

78 便で高松空港

体地図 

右城 猛

36 着 

で夕食 

20 

料理 

忠烈祀見物。

港 19:30 着 

 

猛 



 

6 月 6 日

向けて会社

台湾北

台北

15 時 30 分

社を出発。 

北部の地図 
 

市内地図 
 

分，総勢 30 名名で高松空港

2 

 

 

 
港に

二

桃園

桃園

の桃

桃

磁

改札

きカ

る。

台

ので

嘉義

日目(6 月 7

園から台南へ

園国際空港内

桃園国際空港

桃園国際空港

磁気の付いた

札機に入れる

カードが改札

高速鉄道に

台南から左営

で自動改札機

義間のカード

7 日) 

へ 

内にあるチ

港ホテルのロ

港ホテルを 7

た側を上面に

るとゲートが

札機に回収

に乗る度にカ

営に行ったと

機が故障した

ドを間違って

ャイナエア

ロビー(写真:

7 時 50 分に出

にして矢印

が開く。日本

されるが台

カードが貯ま

とき，ゲート

たかと思った

て挿さし込ん

ライン経営

:前田) 

 
出発。 

 

 
の向に自動

本では出ると

湾は出てく

まる。 
トが開かない

たら，桃園－

んでいた。

営

動

い



 

桃園駅 8
速鉄道には

ースにした

 
烏山頭ダム

嘉義駅か

現地までの

2.28 事件の

強になった

筆されてお

 日本を出

あったが，

炎天下の

成させた烏

生の説明を

8 時 21 分発

は，日本の新

た車両が用い

ムと八田與一

からバスで八

の約 50 分，

のことなどを

た。先生は「

おり，まもな

出発する前の

青空の広が

の中，八田與一

烏山頭ダムの

を聞く。 

の高速鉄道に

新幹線「700 系

いられている

記念公園 

八田與一記念

古川先生か

を説明してい

台湾の歴史」

く日本で出版

天気予報で

る真夏日。気

一が 8 年の歳

の堤頂を歩き

に乗る。台湾

系のぞみ」を

。(写真:前田

念公園に向か

ら台湾の歴史

いただき大変

」についても

版される。

は，台湾は雨

気温は 35 度

歳月をかけて

きながら古川

3 

 
湾高

をベ

田)。 

 
かう。

史，

変勉

も執

 
雨で

度。 
て完

川先

 ダ

に地

にい

のと

あっ

銅

を納

には

少

ダム完成後に

地元民によっ

いつも座って

ときに，右手

った。銅像は

銅像の背後に

納めた墓があ

はここで慰霊

八田與一

少しは八田與

に八田與一の

って造られた

て，工事の進

手で頭髪をく

は，その様子

には，八田與

ある。毎年，

霊祭が執り行

一像を囲んで

一に近づけた

の功績を顕

た銅像。與一

進捗状態を見

くるくる丸め

子を表してい

與一と妻・外

與一の命日

行われている

で全員で記念

ただろうか(

彰するため

一はこの場所

見ていた。そ

めるのが癖で

いる。 
外代樹の遺骨

の 5 月 8 日

る。 

念撮影 

 
(撮影:怜佳)

 
め

所

そ

で

骨

 



 

 八田技師

外代樹さん

ゆる資料が

もあった。

のが残念。

八田與一

するホテル

ストランで

 
国立高雄第

高雄班の

15 分で食事

から高速鉄

技大学から

師紀念室(記念

んの通信簿ま

が陳列されて

時間がなく

 

一の銅像の側

ル「西拉雅渡

で郷土料理の

第一科技大学

の 6 名は，高

事を済ませ，

鉄道で左営駅

ら迎えの車が

念館)には，技

まで八田與一

いる。古川勝

てほとんど見

側に，嘉南農

假飯店」が

昼食をとる。

訪問 

速鉄道に乗

タクシーで

駅に。左営駅に

来てくれてい

技師の奥さま

一に関するあ

勝三先生の著

見られなかっ

田水利会が経

ある。そこの

。 

る時間の都合

で台南駅へ。そ

には高雄第一

いた。 

4 

 
ま・

あら

著書

った

 
経営

のレ

 
合上

そこ

一科

高

学長

進機

が来

ので

我

授か

陳

関す

して

で解

高

学位

られ

高雄第一科技

長の矢田部先

機構国際教育

来られており

である。 
我々が大学に

から挨拶があ

陳振遠学長か

する資料や C
ていただいた

解読が難しい

高雄第一科技

位をとられた

れる。先生は

技大学には，

先生，秘書の

育支援セン

り，我々の訪

に到着すると

あり科技大学

からのお土産

CD などであ

た。すべて台

い。 

技大学には，

た廬之偉(Ch
は地盤工学を

愛媛大学か

の中島さん，

ター長の陳

訪問はそれに

と，まず最初

学の概要説明

産。高雄第一

ある。全員に

台湾語で書か

京都大学で

hih-Wei Lu)
を専門とされ

から理事・副

国際連携推

先生の３名

に合わせたも

初に許宏徳教

明があった。

 
一科技大学に

にプレゼント

かれているの

で工学博士の

)副教授がお

れていると聞

 
副

推

教

 

に

の

 
の

お

聞



 

いていたの

かる土質の

と計算例」

レゼントさ

読されてい

廬先生か

教授の許

塩，お菓子

くはい)」を

これらの

てくれた品

 可杯の遊

 全員で最

ので，日本か

のトラブル回

「擁壁設計 Q
せていただ

いると話され

からはお礼に

許宏徳先生に

，そしてお座

をプレゼント

の品は，恒石

品物。 

遊び方を説明

最後記念撮影

から持参した

回避術」「続

Q&A105 問答

だく。先生は，

れ，大変光栄

台湾高山茶

は，高知名産

座敷遊びに用

トさせていた

課長が気を利

。 

影。 

た，「基本から

・擁壁の設計

答」の著書を

，私の著書を

であった。

を頂いた。

産の鰹節，ゆ

用いる「可杯

ただく。 
利かせて準備

5 

らわ

計法

をプ

を購

 
ゆず

杯(べ

備し

 

 

 左

台北

 
儷宴

広

で矢

 広

 
3 日

檳榔

 愛

スに

にホ

左営駅 16 時

北駅に到着。

宴會館で広東

広東料理の店

矢田部先生ら

広東料理に乙

日目(6 月 8

榔(ビンロウ

愛媛大学がチ

に 12 名が乗

ホテルを出発

時 36 分発の高

 

東料理の夕食

店「儷宴會館

らと共に夕食

乙女達も大満

日) 

) 

チャーターし

乗せていただ

発する。 

高速鉄道で

食 

館」(リーエ

食。 

満足。 

した 40 人乗

だき，九份に

18 時 36 分

ンカイカン)

乗りの大型バ

向けて 9 時

 
分

 
) 

 

バ

時



 

九份へ向

看板を掲げ

のような店

上の写真

一袋 50 元(
檳榔樹(ビン

け，コショ

噛みしめる

が広がり，

がって唾液

噛めば眠

ため，深夜

台湾集集地

出度の高い

ている光景

から 2002
に立つ檳榔

現在，檳

罰金刑が課

郊外では赤

み尽くした

檳榔を服

ンを引き起

 上の写真

振りに檳榔

 
 

向かう途中で

げた店を見か

店がたくさん

真のようにビ

(約 180 円)で
ンロウジュ)の
ウ科の植物

ると口の中に

口内に唾が

液は赤く変化

眠気をさまし

夜営業のドラ

地震があった

い服装をした

景が至る所で

年に規制法

榔売りの女性

檳榔を噛んだ

課せられる。

赤い血のよう

たカスが見ら

服用している

起こす恐れが

真の檳榔は，

榔の味を想い

で檳榔(ビンロ

かけた。台湾

ある。 

ビニール袋に

で売っている

の未熟な実に

・キンマの葉

に青臭くて苦

たまってい

化する。 
，空腹を抑

イバーなどが

12 年前に来

た若い女性が

見られたが

が制定され，

性を見られな

唾液を道路に

中心街では

な唾を吐き捨

れる。 
ると咀嚼障害

あるといわれ

九份で購入

出した。 

ロウ)と書かれ

には，この写

に入れた果実

る。ヤシの一種

に石灰を塗り

葉で包んだも

苦い独特の香

く。噛むにし

える作用があ

が愛用してい

来たときは，

が檳榔を販売

，風紀上の問

，最近では道

なくなってい

に吐き捨てる

は見られない

捨てた跡や，

害および口腔

れている。

したもの。久

6 

 

れた

写真

 
実を

種・

り付

もの。

香気

した

ある

いる。

露

売し

問題

道端

いる。 
ると

いが，

，噛

腔ガ

久し

九份

台

曜日

ない

れば

1

基

並ん

こ

しか

の際

份(きゅうふ

台北から九份

日は混雑する

い。途中の駐

ばならない。

10 時 40 分，

基山街には両

んでいる。

ここの店舗の

か経っていな

際には，身動

ん) 

份までは約 1
るため車を乗

駐車場で，連

乗車賃は往

基山街への

両側に小さな

の開店は 10
ないので比較

動きが取りに

1 時間である

乗り入れる

連絡バスに乗

往復 30 元。 
の入り口に到

な土産店が

時。開店して

較的空いてい

にくいほど混

るが，土，日

ことができ

乗り換えなけ

到着する。

ビッシリと

てまだ 40 分

いたが，帰り

混雑していた

 

け

 

 

分

た。 



 

レトロな

ール) 

宮崎駿監

のモデルと

 ここは，

のロケ地と

映画「悲

酒館」でお

いる。 
土曜日な

であったが

きた。まだ

な街並みが残

監督の「千と

言われる街

2・28 事件

しても有名

悲情城市」の

お茶を飲む。

なので店は混

が，幸運にも

だ時間が早か

残っている豎

千尋の神隠

街。 
を扱った映画

である。 

ロケ地に使わ

ここは観光の

混雑している

8 人が余裕で

かったからで

豎崎路(シュー

し」と言う映

画「悲情城市

われた「阿妹

の目玉となっ

るのではと心

で座ることが

あろう。 

7 

 
ーチ

 
映画

市」

 
妹茶

って

心配

がで

 テ

い海

「阿

色

 九

らに

テラスに座る

海を眺めるこ

阿妹茶酒館」

色鮮やかな九

九份から野柳

には沖縄で見

ると瑞濱湾や

ことができる

のテラスで

九份の寺院。

柳に行く途中

見掛けるよう

や潮境公園

る。 

で記念撮影。

 

中で見掛けた

うな立派な墓

などの美し

 

 
た墓地。こち

墓地がある。

し

 

 



 

野柳地質公

野柳に向

るような砂

ト層のよう

この地方

ポーツやマ

基のパラグ

野柳地質

並び，観光

土産店や

バスのドラ

の昼食をと

公園 

向かう途中の

砂岩と泥岩の

な地層が見

方にはリゾー

マリンスポー

グライダーが

質公園に着く

光客で溢れて

や海鮮料理の

イバーお薦

る。 

海岸線は，室

規則的な互層

見られた。 

トホテルが

ツが盛んな

空を飛んでい

と，何十台

いた。 
のレストラン

薦めの「美観園

室戸岬で見ら

層・タービダ

あり，スカイ

ようである。

いた。 

もの観光バス

ンが並んでい

園」で海鮮料

8 

 
られ

ダイ

 
イス

。数

 
スが

いる。

料理

 エ

てき

「安

 岩

形状

れた

しで

され

 奇

であ

うな

エビ，イカ，

きた。安くて

安い」「早い

岩盤が海水

状になってい

たシャツを着

でも奇岩に触

れる。 
奇岩にはそれ

あるが，見る

なイメージは

イセギなど

て美味しい。

」「美味しい

と潮風に浸食

いる野柳地質

着た巡視員が

触ったり，上

れぞれ名称が

る角度が少し

はできない。

どの料理が次

 

い」大満足で

食されキノ

質公園。「巡

が多数見張っ

上に登ったり

が付けられ

しでも異なる

 

次々と運ばれ

であった。

コのような

巡査」と書か

っている。少

すると注意

ているよう

ると名前のよ

 
れ

 

 
な

か

少

意



 

「芸者」

念撮影。 

 依岡調査

 風化が進

足下の岩に

と名前がつ

査役は，若い

進み首が折れ

には所々に化

けられてい

い美人の女性

れた奇岩。 

化石が見られ

る奇岩の前で

性によくもて

る。 

9 

 
で記

 
てる。 

 

 野

イー

の印

を撮

照る

らな

 奇

地

産店

んで

多い

元(
てい

野柳地質公園

ーンズヘッド

印がある。こ

撮るのがベス

る中で 20 分

ない。 

奇岩ができる

地質公園の出

店が通路の両

でいたが，真

い。ネックレ

約 500 円)ま
いる家内への

園の最大の人

ド。歩道には

この位置に立

スト。そのた

分ほど並んで

る様子を示し

出口には，日

両側に軒を並

真珠のような

レスとブレス

まで値切って

の土産として

人気スポット

は，立つ位置

立って，この

ためには，灼

で順番を待た

したポスター

日本の観光地

並べている。

なネックレス

スレットをセ

て購入した。

て。 

トは，このク

置を示した足

の角度で写真

灼熱の太陽が

たなければな

ー。 

 
地と同様に土

台湾貝と呼

スを売る店も

セットで 150
留守番をし

 

足

真

が

な

 

土

呼

0
し



 

フカヒレの

野柳から

宿泊したホ

フカヒレの

に行く。矢

「ふかひ

メニューは

「チリ産ア

か骨付き羊

ザートの果

ど安い。 

陳先生お

ーリャン)酒

こ

の店「鼎極魚

ら帰ってホテ

ホテル「台北

の店「鼎極魚

矢田部先生ご

ひれ姿煮コー

は，「和風サラ

アワビ」と「チ

羊を選択して

果物」である

お勧めのアル

酒。 

れが「ふか

翅」で夕食 

ルで 2時間ほ

国賓大飯店」

魚翅 (ディン

ご推薦の店。 
ース」(2680
ラダ」「ふかひ

チーズ伊勢エ

もよい)，「チ

。日本では信

ルコール 58 度

ひれ姿煮スー

ほど休憩した

」の近くにあ

ジーユーツー

元)を注文す

ひれ姿煮スー

エビ」(ステー

チャーハン」

信じられない

度の金門高粱

ープ」 
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た後， 
ある

ー)」

する。

ープ」

ーキ

「デ

いほ

粱(コ

ホ

運勢

料

ホテルに帰る

勢が今以上に

チリ産の干

チーズ伊勢

理に満足して

る途中，印鑑

に良くなるよ

しアワビ 

勢エビ 

て記念撮影 

鑑店「兄弟治

ように印鑑を

 

 

治印」で私の

を注文する。

 

の

 



 

 注文した

 
4 日目(6 月

市内観光 

台湾人の

コンビニ・

め，マイカ

も，東日本

た 200 億円

なので，国

 7 時にホ

ランを発見

食主義。こ

「早い」「美

た後，店の主

月 9 日) 

のサラリーマ

バイトの時

ーは少なく

本大震災の義

円は大きい。

国民一人当り

テルをバス

見。台北の人

のような店

美味しい」と

主人と一緒に記

ンの平均年収

時給は 300 円

バイクが多い

捐金として台

台湾の人口

約 1000 円に

で出発。途

々の多くは，

で朝食をすま

と 3 拍子揃っ

記念撮影 

収は 150 万

と安い。この

い。それにし

台湾から送ら

は約 2,300 万

に当たる。

中，朝食レス

，朝ごはんも

ませる。「安

っている。

11 

 

 
万円。

のた

して

られ

万人

 
スト

も外

安い」

 台

は観

教と

の神

 

くれ

武将

社業

台北で最も古

観世音菩薩で

と習合し，い

神様が祀られ

怜

「財運招来」

れる商人の神

将・関羽）に，

業発展を祈願

古い歴史のあ

であるが，道

いろいろな御

れている。 

佳さんとツー

 

「悪霊退散」

神様「関聖帝

第一コンサ

願する。 

ある寺「龍山

道教や儒教な

御利益を授け

ーショット 

」「勝負必勝

帝君」（三国

サルタンツの

山寺」。本尊

など様々な宗

る 100 以上

勝」を叶えて

国志で有名な

の商売繁盛，

 
尊

宗

上

 

 
て

な



 

 「龍山寺

かう。(写真

 2 番目の

孫中山(孫文

8 時 30 分

の角煮，象

スポットの

 「忠烈祠

り，既に衛

隊列の周り

り巻いてい

寺」を出て，

真:前田) 

見学先は，故

文)を記念して

分の開館を待

象牙多層球，

のみを見物す

」に到着する

衛兵が隊列を

は，カメラ

いた。(撮影:前

次は故宮博物

故宮博物院。元

て造られた

待って入館。

象牙透かし彫

する。 

ると，11 時

を組んで行進

を持った中国

前田) 

物院にバスで

元々の名称は

「中山博物院

翠玉の白菜

彫りなどメイ

を少し回って

進を始めてい

国人観光客が
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で向

 
は，

院」。 
，豚

イン

 
てお

いた。

が取

「忠

台

のマ

国人

に立

宮殿

張ら

て中

目立

展示

 今

る小

客の

まで

忠烈祠」の正

台北忠烈祠は

マナーが昨年

人観光客が隊

立って写真を

殿前では立ち

られているに

中に入って写

立った。故宮

示物の写真を

今年の 4 月に

小栗山さんが

のマナーが悪

でひどいとは

正門前で，二人

は 3 度目の見

年とは様変わ

隊列を組んで

を撮ったり，

ち入り禁止の

にも関わらず

写真を撮るな

宮博物院でも

を撮りまくっ

に，李登輝元

が高知に来ら

悪いという話

は想像もでき

台北 101 の

人の那須君と

見物であった

わりしていた

で行進する

交代儀式の

のバリケー

ず，係員の注

など無礼千

も係員の注意

っていたよう

元総統の秘書

られた時に，

話を伺ってい

きなかった。

の入り口 

と記念撮影。

たが，観光客

た。大勢の中

衛兵の前方

の見所となる

ドテープが

注意を無視し

万な行動が

意を無視して

うである。 
書をされてい

中国人観光

いたが，ここ

 

 

客

中

方

が

し

が

て

い

光



 

空にそび

は 509.2m。

小籠包が

フォン）台

店の入り

クター「 籠

びえる地上 10
。スカイツリ

が世界一美味

台北 101 店」

り口にある鼎

籠仔（ロンザ

01 階建ての

リーの 634m

味しい「鼎泰豊

 

鼎泰豊のマス

ザイ）」。顔は

台北 101。高

m よりは低い

豊（ディンタ

スコットキャ

は小籠包の形

13 

高さ

い。 

 
タイ

 
ャラ

形。 

 店

ス越

 台

小籠

 ニ

ン

昼

バー

え物

んで

店では小籠包

越しに見るこ

台湾最後の朝

籠包。海老シ

ニューヨーク

10 店」に選

昼食の後，台

ーリッチ昇恒

物が置かれて

でいた。若い

包や餃子を作

ことができる

朝食は，点心

シューマイも

クタイムズで

選ばれただけ

台北市内唯一

恒昌」に入る

ており，店員

い店員に尋ね

作っている

る。 

心料理。この

も美味しい。

で「世界の人

ある。 

一の政府公認

る。入り口に

員が線香に火

ねたところ，

厨房をガラ

の店の目玉は

 
人気レストラ

認免税店「エ

に線香とお供

火を付けて拝

「神様は空

 

 
は

 
エ

供

拝

空
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にいる」「商売繁盛」を祈願しているという説明

であった。 
 
あとがき 

 台南には水田が広がり，青々とした稲が育って

いた。二期作目の蓬莱米である。台湾統治時代に

台北帝国大学の磯永吉博士と台中農事試験場の

末永仁らの数十年にわたる品種改良で完成した

ものである。食事の時に欠かすことなく飲んだあ

の美味しい台湾ビールにも蓬莱米が使われてい

る。 
蓬莱米が育つのは，日本人土木技師・八田與一

が造った満水面積 1000 ヘクタール，有効貯水量

1 億 5,000 万立方メートルの烏山頭ダムと，

16,000km にわたって張り巡らされた嘉南大圳

（かなんたいしゅう）が嘉南平野を潤しているた

めである。香川県の面積に匹敵する広大な嘉南平

野を不毛地帯から大穀倉地帯に変えたのである。 
台湾の外周を走っている鉄道も日本人土木技

師が台湾統治時代に建設した。台湾の一寒村に過

ぎなかった「九份」が発展したのは，藤田組が金

の採掘を行っていた台湾統治時代である。そのと

きの面影を九份の街並みは色濃くとどめていた。 
日本では，終戦を境にして古来の良き伝統や文

化，精神が完全に断ち切られた。我々は日本の本

当の良さを教えられることなく育った。  
台湾に来ると日本人の戦前の足跡が残ってい

る。台湾統治時代，日本から多くの教師や技術者

が大志を抱いて台湾に渡り，使命感に燃え，身命

を賭して台湾の発展に尽くした。我々はこれらの

先輩の偉業を学び，思想や行動を規範にしなけれ

ばならない。 
戦前の日本教育を受けた台湾人たちは日本精

神を受け継ぎ，戦後における台湾の民主化や経済

発展の原動力にしてきている。台湾の民主化を成

し遂げた李登輝元総統，世界的企業である奇美グ

ループの創業者・許文龍氏たちである。いずれも

大の親日家である。戦後まで 50 年間続いた台湾

統治時代，明治政府は，台湾を植民地というより

も内地の延長と見て，欧米から取り入れた最先端

の技術と莫大な予算と優秀な人材を投入し，教育，

上下水道の建設，港や鉄道の整備，田畑の灌漑に

力を注いできた。 

今回，古川勝三先生を通じて許文龍氏にお願い

し，彼の著書「台湾の歴史」をわが社の社員全員

にプレゼントしていただいた。その中に，『戦後

まで 50 年間続いた台湾統治時代，日本ほど良心

的な植民地政策を取った国はなかった。日本はイ

ンフラ整備に膨大な金と人材を注ぎ込んだ。それ

も，投入した資金が直ぐには回収できない医療や

教育に力を入れた。これがなければ，今日の台湾

の発展はなかった。戦前の日本人には使命感に燃

え，遵法精神が強い立派な人が多かった。先生は

皆日本から来ていたが，戦後に教え子から台湾に

招かれていない先生はほとんどいない。何回も来

ている。当時の先生が如何に台湾の子供たちのた

めに一生懸命教育してくれたかを証明している』

と書かれている。 
台湾人は，｢日本精神｣という言葉を良く使う。

台湾語で「リップンチェンシン」と言い，「清潔」 
「公正」「勤勉」「責任感」「正直」「規律遵守」な

どの意味が含まれている。故宮博物館や忠烈祀で

中国人観光客を見るにつけ，日本人の礼儀正しさ

を確認できた。 
 国土を豊かにし，安全性を高め，発展させてい

く上でインフラ整備の重要性が如何に重要であ

るかを改めて気づかされた研修旅行であった。 
 古川勝三先生には大変ご多忙であるにも関わ

らず，第 1 班と第 2 班に同行していただき，貴重

なお話しをたくさんしていただいた。先生には，

台湾で研修する切っ掛けを作っていただくと共

に，尊敬される土木技術者になるには何が必要か

を気づかせていただいた。近畿日本ツーリストの

出宮泰典高知支店長，矢野十和子ツァーディレク

ターにはいろいろとお気遣いいただいた。研修旅

行に参加された社員には集合時間を励行し，品位

と思いやりのある言動や行動をとっていただい

た。皆様に心より御礼申し上げます。 
最後に，高雄第一科技大学訪問という大変貴重

な機会を与えていただくと共に，今まで口にした

ことがない美味しい料理を食べる機会を与えて

いただいた愛媛大学理事・副学長の矢田部先生，

陳先生，中島さんに心より感謝申し上げます。 
執筆に当り，前田秀夫技師長，右城怜佳さんの

写真を使わせていただいた。 
【2013 年 6 月 11 日記】 


